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News from Yoshikawa City Council No.197

一
般
会
計
予
算

こ
ん
な
こ
と
に
使
わ
れ
ま
す

◆
空
調
整
備
導
入
事
業
（
小
中
学

校
）�

４
８
４
０
万
円

◆
体
育
施
設
長
寿
命
化
事
業

１
５
８
３
万
６
０
０
０
円

小
中
学
校
の
体
育
館
並
び
に
総

合
体
育
館
に
お
い
て
、
夏
場
の
熱

中
症
対
策
や
冬
の
寒
さ
に
対
応
す

る
た
め
、
空
調
設
備
の
整
備
（
設

計
業
務
委
託
）
を
進
め
ま
す
。
災

害
時
は
避
難
所
と
し
て
有
効
に
活

用
で
き
る
よ
う
、
体
育
館
の
機
能

向
上
を
図
り
ま
す
。

◆
公
園
維
持
管
理
事
業

２
億
７
２
６
９
万
６
０
０
０
円

ア
ク
ア
パ
ー
ク
の
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
コ
ー
ト
や
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
施
設
の
再
整
備
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
障
が
い
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が

分
け
隔
て
な
く
、
共
に
遊
ぶ
こ
と

が
で
き
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園

の
整
備
検
討
を
進
め
ま
す
。

◆
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
お
あ
し
す

長
寿
命
化
事
業

６
億
６
１
４
４
万
３
０
０
０
円

吉
川
市
公
共
施
設
長
寿
命
化
計

画
に
基
づ
き
、
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
お
あ
し
す
の
照
明
器
具
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
空
調
機
の
入
れ
替
え

等
、
中
規
模
改
修
工
事
を
行
い
ま

す
。

特
別
会
計
な
ど

　
　
新
年
度
予
算
決
ま
る

５
つ
の
特
別
会
計
と
水
道
事
業

会
計
、
下
水
道
事
業
会
計
の
令
和

５
年
度
予
算
は
左
表
の
と
お
り
で

す
。

令
和
５
年
３
月
定
例
会
は
、
２

月
27
日
か
ら
３
月
24
日
ま
で
の
26

日
間
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
市
長
の
施
政

方
針
に
対
し
、
各
会
派
が
代
表
質

問
を
行
い
ま
し
た
。（
代
表
質
問

の
要
旨
は
４
ペ
ー
ジ
か
ら
５
ペ
ー

ジ
）ま

た
、
一
般
会
計
予
算
を
は
じ

め
、
各
特
別
・
企
業
会
計
の
当
初

予
算
の
ほ
か
、
吉
川
市
地
域
公
共

交
通
協
議
会
条
例
等
の
市
長
提
出

議
案
33
件
、
議
員
提
出
議
案
と
し

て
２
件
の
意
見
書
な
ど
を
審
議

し
、
議
決
し
ま
し
た
。

委
員
会
で
の
審
査
概
要
は
６

ペ
ー
ジ
か
ら
７
ペ
ー
ジ
、「
市
政

に
対
す
る
一
般
質
問
」
は
10
ペ
ー

ジ
か
ら
13
ペ
ー
ジ
で
お
伝
え
し
ま

す
。

令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算

２
５
４
億
２
５
０
０
万
円
で
ス
タ
ー
ト

３
月
定
例
会

概　
要

●特別会計
会　計　別 予算額（千円） 前年度比（％）

国 民 健 康 保 険 6,655,268 △ 3.5
農 業 集 落 排 水 事 業 82,150 136.6
介 護 保 険 4,540,600 4.3
後 期 高 齢 者 医 療 946,194 5.7
吉川美南駅東口周辺地区
土地区画整理事業 5,140,962 17.5

合　　　計 17,365,174 4.9

会　計

歳入歳入
市税
39.4%
10,025,622 千円 

市税
39.4%
10,025,622 千円 

国庫支出金
17.1%　4,343,165 千円
国庫支出金
17.1%　4,343,165 千円

地方交付税　8.9％
2,263,000 千円 
地方交付税　8.9％
2,263,000 千円 

地方消費税交付金
6.2％

1,586,000 千円 

地方消費税交付金
6.2％

1,586,000 千円 

繰入金　4.1％
1,051,698 千円 
繰入金　4.1％
1,051,698 千円 

分担金及び負担金
1.1％　273,464 千円
分担金及び負担金
1.1％　273,464 千円

その他　4.1％
1,036,219 千円 
その他　4.1％
1,036,219 千円 

諸収入　2.4％
606,188 千円 
諸収入　2.4％
606,188 千円 

県支出金　7.4％
1,881,444 千円 
県支出金　7.4％
1,881,444 千円 

市債　9.3％
2,358,200 千円 
市債　9.3％
2,358,200 千円 
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●水道事業会計
収益的収入及び支出 予算額（千円） 資本的収入及び支出＊注 予算額（千円）
水 道 事 業 収 益 1,585,365 資本的収入 192,406
水 道 事 業 費 用 1,567,206 資本的支出 796,493

●下水道事業会計
収益的収入及び支出 予算額（千円） 資本的収入及び支出＊注 予算額（千円）
下水道事業収益 1,551,348 資本的収入 1,362,872
下水道事業費用 1,494,293 資本的支出 1,626,247

主
な
議
案
の
あ
ら
ま
し

◇
吉
川
市
地
域
公
共
交
通
協
議
会

条
例

電
車
や
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
等
地

域
公
共
交
通
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
吉
川
市
地
域
公
共
交
通
協
議
会

を
設
置
す
る
も
の
で
す
。
協
議
会

の
委
員
は
、
鉄
道・バ
ス・タ
ク
シ
ー

事
業
者
や
学
識
経
験
者
、
一
般
の

市
民
を
含
む
25
名
以
内
で
組
織
し
、

地
域
公
共
交
通
計
画
の
作
成
、
実

施
に
係
る
協
議
を
行
い
ま
す
。

◇
吉
川
市
地
区
計
画
区
域
内
に
お

け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

吉
川
美
南
駅
東
口
周
辺
地
区
地

区
計
画
の
都
市
計
画
決
定
に
伴

い
、
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建

築
基
準
法
に
よ
る
建
築
物
の
制
限

を
定
め
る
も
の
で
す
。

◇
吉
川
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

国
民
健
康
保
険
制
度
の
健
全
で

安
定
的
な
財
政
運
営
を
図
る
た

め
、
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
の

改
定
及
び
賦
課
限
度
額
の
引
き
上

げ
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

３
７
７
７
万
１
０
０
０
円

老
朽
化
し
て
い
る
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
集
会
室
に
お
い
て
、
床

の
張
り
替
え
工
事
や
劣
化
し
た

テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
の
買
い
替
え
を

行
い
ま
す
。
テ
ー
ブ
ル
を
可
動
式

の
も
の
へ
変
更
す
る
に
あ
た
り
、

畳
の
上
で
の
使
用
は
不
安
定
な
た

め
、
利
用
者
の
安
全
と
利
便
性
を

考
慮
し
て
畳
を
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
に

改
修
し
ま
す
。

◆
母
子
保
健
事
業

９
３
３
９
万
２
０
０
０
円

産
後
の
母
子
に
対
す
る
新
た
な

取
り
組
み
と
し
て
保
健
指
導
や
育

児
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
産
後
ケ
ア

事
業
を
始
め
ま
す
。

産
後
１
年
以
内
の
母
子
を
対
象

に
、医
療
機
関
へ
の
短
期
宿
泊
型
、

助
産
院
等
へ
の
通
所
型
、
自
宅
を

訪
問
す
る
居
宅
訪
問
型
の
支
援
を

通
し
て
個
別
の
相
談
・
支
援
を
行

い
ま
す
。
助
産
師
や
看
護
師
に
相

談
す
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
で
、

孤
立
し
が
ち
な
産
後
の
子
育
て
家

庭
に
寄
り
添
い
、
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

◆
地
域
福
祉
推
進
事
業

１
１
４
３
万
１
０
０
０
円

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の

本
格
実
施
に
向
け
た
移
行
準
備
を

進
め
て
お
り
、
そ
の
取
り
組
み
の

１
つ
と
し
て
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
※
等

を
通
じ
た
継
続
的
支
援
事
業
を
社

会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て
実
施

し
ま
す
。

複
雑
化
・
複
合
化
し
た
問
題
を

抱
え
、
自
発
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
求

め
る
こ
と
が
困
難
な
方
を
、
関
係

機
関
等
と
連
携
し
必
要
な
情
報
の

収
集
を
行
い
な
が
ら
発
見
し
、
問

題
の
早
期
把
握
、
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
や
支
援
に
つ
な
が
る
よ
う
に
支

援
し
ま
す
。

ま
た
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
が

薄
い
方
な
ど
に
も
継
続
的
な
訪
問

等
で
働
き
か
け
る
伴
走
的
支
援
を

行
い
ま
す
。

注
：
事
業
会
計
に
お
い
て
資
本

的
収
入
が
資
本
的
支
出
に
対
し
不

足
す
る
額
は
、
過
年
度
分
損
益
勘

定
留
保
資
金
な
ど
で
補
て
ん
す

る
。

※
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
と
は

　
様
々
な
形
で
、
必
要
な
方

に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
と
情
報

を
届
け
る
こ
と
。

一　般

歳出歳出 民生費
43.2％
10,972,848 千円 

民生費
43.2％
10,972,848 千円 

教育費　13.3％
3,375,341 千円
教育費　13.3％
3,375,341 千円

総務費　8.4％
2,135,126 千円 
総務費　8.4％
2,135,126 千円 

公債費　8.3％
2,111,901 千円 
公債費　8.3％
2,111,901 千円 

衛生費　7.1％
1,794,853 千円 
衛生費　7.1％
1,794,853 千円 

農林水産業費
1.1％　274,758 千円 
農林水産業費
1.1％　274,758 千円 

議会費　0.8％
212,377 千円 
議会費　0.8％
212,377 千円 

予備費
0.1％　15,000 千円
予備費
0.1％　15,000 千円

諸支出金
0.0％　190 千円 
諸支出金
0.0％　190 千円 

消防費　4.9％
1,234,920 千円 
消防費　4.9％
1,234,920 千円 

商工費　0.6％　156,201 千円商工費　0.6％　156,201 千円

土木費　12.4％
3,141,485 千円 
土木費　12.4％
3,141,485 千円 
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代
表
質
問中

原
市
長
の
施
政
方
針
に

会
派
代
表
者
が
問
う

◆
市
長
の
施
政
方
針
◆

　

 ︻
四
つ
の
重
点
テ
ー
マ
】

　
▼
命
を
守
る

　
▼
子
ど
も
の
笑
顔
を
未
来
に
つ
な
ぐ

　
▼
誰
も
が
輝
く
ま
ち
を
み
ん
な
で
創
る

　
▼
価
値
を
高
め
、
次
世
代
に
継
承
す
る

　
３
月
１
日
、
中
原
市
長
の
施
政
方
針
に
対
し
、
各
会
派
の
代
表
者
５
名
が
代
表
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

　
主
な
質
問
と
答
弁
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

自由民主党吉川市議員団
吉川　敏幸

市民の会・無所属
齋藤　詔治

に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
説
明
書
等
を
同
封

し
、
対
象
と
な
る
方
に
は
こ
れ
ま
で
ど
お

り
、
接
種
券
を
送
付
し
て
い
く
。
③
こ
れ
ま

で
も
支
援
事
業
を
展
開
し
て
き
た
。
民
間

活
力
は
農
業
パ
ー
ク
の
整
備
等
を
進
め
る

中
で
検
討
し
て
い
く
。④
旭・
三
輪
野
江
地

区
の
魅
力
を
高
め
る
取
り
組
み
を
進
め
る

と
と
も
に
、
地
区
住
民
の
声
を
伺
い
な
が

ら
、
庁
内
横
断
的
に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

は
一
緒
に
住
む
場
所
の
要
望
は
ほ
と
ん
ど

な
く
、
障
が
い
者
住
居
と
い
う
意
味
で
農

福
連
携
の
中
に
加
え
な
く
て
も
良
い
と
考

え
て
い
る
。
青
地
を
白
地
に
替
え
て
い
く

こ
と
を
、
市
の
方
針
と
し
な
い
。
ま
た
、

農
業
者
が
資
産
運
用
し
な
が
ら
農
業
を
す

る
と
い
う
考
え
方
は
、
一
切
し
て
い
な
い
。

農
業
で
生
計
を
立
て
て
い
け
る
よ
う
な
形

で
サ
ポ
ー
ト
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

民
間
活
力
活
用
の
方
向
性
は
。
④
市
街
化

調
整
区
域
へ
の
移
住
を
ど
う
促
進
す
る
の

か
。

答　
①
自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
な
ど
に

働
き
か
け
を
行
い
、
地
域
に
お
け
る
避
難

支
援
体
制
の
構
築
に
努
め
る
。
今
後
、
地

域
に
お
け
る
減
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
実
施

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
②
今
後
も
ワ

ク
チ
ン
に
つ
い
て
の
効
果
と
副
反
応
な
ど

の
里
と
し
、
農
福
連
携
の
受
け
皿
、
地
域

お
こ
し
、
就
労
支
援
の
場
と
し
て
、
障
が

い
者
が
親
子
で
生
活
で
き
る
里
づ
く
り
と

す
る
こ
と
の
見
解
は
。
農
業
者
は
農
機
具

や
燃
料
費
等
の
価
格
高
騰
で
厳
し
い
状
況
。

資
産
運
用
が
で
き
る
よ
う
調
整
区
域
の
見

直
し
を
。

答　
市
全
体
と
し
て
農
福
連
携
に
力
を
入

れ
て
い
る
が
、
障
が
い
者
の
保
護
者
か
ら

問　
①
災
害
時
の
避
難
支
援
計
画
、
個
別

避
難
計
画
を
作
成
し
、
訓
練
を
実
施
し
て

は
。
②
西
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
の
危
険
性
や
ワ
ク
チ
ン
後
遺

症
を
報
じ
て
い
る
。
今
後
も
ワ
ク
チ
ン
接

種
対
象
者
に
対
し
、
接
種
券
を
発
送
す
る

の
か
。
③
農
業
従
事
者
の
離
農
を
防
ぎ
、

次
世
代
へ
継
承
で
き
る
吉
川
市
の
農
業
に

す
る
た
め
、
生
産
施
設
投
資
へ
の
補
助
や

問　
共
保
雨
水
ポ
ン
プ
場
の
増
強
工
事
約

22
億
円
は
、
費
用
対
効
果
を
考
え
再
検
討

を
。
ま
た
、
南
中
学
校
周
辺
の
治
水
対
策

等
も
、
多
面
的
調
整
池
で
対
応
す
べ
き
。

答　
流
出
解
析
の
結
果
を
踏
ま
え
、
ポ
ン

プ
の
増
強
が
治
水
対
策
に
有
効
と
考
え
る
。

南
中
学
校
周
辺
は
、
上
第
二
大
場
川
と
大

場
川
の
早
期
改
修
を
県
に
要
望
し
て
い
く
。

問　
調
整
区
域
の
既
存
集
落
地
域
を
福
祉

4



公明党吉川市議団
小野　潔

日本共産党吉川市議員団
雪田　きよみ

未来会議よしかわ
戸田　馨

東
口
周
辺
開
発
で
、
救
急
医
療
を
伴
う
病

院
建
設
、
文
化
施
設
・
図
書
館
を
併
設
し

た
施
設
の
誘
致
の
実
現
可
能
性
は
。

答　
①
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
を
活
用

し
令
和
６
年
度
か
ら
整
備
す
る
。
②
迅
速

か
つ
丁
寧
な
対
応
を
し
て
き
た
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
踏
ま
え
対
応
す
る
。
③
国
や
県

か
ら
の
制
度
は
着
実
に
進
め
る
。
④
検
討

す
る
。
⑤
実
現
へ
向
け
努
力
す
る
。

問　
多
く
の
市
民
が
求
め
る
、
補
聴
器
購

入
費
用
助
成
制
度
の
創
設
へ
の
意
向
は
。

答　
現
時
点
に
お
い
て
、
助
成
を
行
う
べ

き
状
況
に
は
な
い
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
草
加
保
健
所
の
窮
状
が

新
聞
に
も
大
き
く
報
道
さ
れ
た
。
吉
川
保

健
所
の
復
活
を
求
め
る
声
は
根
強
い
。
県

に
対
し
復
活
を
求
め
る
べ
き
で
は
。

答　
県
に
話
は
し
て
あ
る
。

構
築
し
て
き
て
い
る
が
、
今
後
も
あ
ら
ゆ

る
関
係
機
関
と
す
べ
て
の
分
野
に
お
い
て
、

さ
ら
に
連
携
を
深
め
て
ゆ
く
。

増
額
・
拡
充
、
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
医
療

費
の
無
償
化
、
０
歳
～
２
歳
児
の
保
育
の

無
償
化
等
を
掲
げ
政
府
与
党
で
議
論
し
て

い
る
。
制
度
化
さ
れ
る
と
運
用
・
運
営
は

基
礎
自
治
体
と
な
る
が
見
解
を
。
④
障
が

い
が
あ
る
方
や
関
係
団
体
と
共
に
ア
ー
ト

展
等
を
開
催
と
あ
る
。
こ
の
事
業
を
農
福

連
携
の
観
点
か
ら
農
業
パ
ー
ク
構
想
の
コ

ン
セ
プ
ト
の
一
部
と
し
て
は
。
⑤
美
南
駅

発
揮
し
て
生
き
て
い
け
る
よ
う
、
吉
川
市

教
育
大
綱
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
。

問　
憲
法
13
条
は
「
あ
な
た
は
自
由
に
生

き
て
良
い
」
と
保
障
し
て
い
る
。
貧
困
、

虐
待
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
、
不
登
校
な
ど

の
問
題
が
あ
る
中
で
一
つ
の
在
り
方
を
求

め
る
市
の
教
育
大
綱
は
憲
法
13
条
と
相
い

れ
な
い
。

答　
根
本
的
な
見
解
の
相
違
。

は
。

答　
市
民
要
望
を
的
確
に
捉
え
、
適
切
に

施
策
展
開
す
る
た
め
に
は
、
職
員
の
能
力

向
上
、
組
織
力
強
化
と
併
せ
、
国
県
と
の

パ
イ
プ
は
極
め
て
重
要
。
国
県
と
連
携
を

図
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
も
多
岐
に
わ
た
る

施
策
の
実
現
や
財
源
の
確
保
に
つ
な
げ
て

き
た
。「
行
政
」「
民
間
や
公
共
的
団
体
」「
政

治
」
の
３
つ
の
チ
ャ
ネ
ル
を
し
っ
か
り
と

問　
①
避
難
所
と
な
る
小
中
学
校
の
体
育

館
と
総
合
体
育
館
へ
空
調
設
備
の
整
備
を

進
め
る
と
あ
る
が
計
画
は
。
②
５
月
８
日

か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
２
類
か
ら
季

節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
５
類
に
移

行
と
な
り
、
転
換
点
を
迎
え
る
が
所
見
を

伺
う
。
③
公
明
党
で
は
昨
年
11
月
「
子
育

て
応
援
ト
ー
タ
ル
プ
ラ
ン
」
を
発
表
。
所

得
制
限
の
な
い
18
歳
ま
で
の
児
童
手
当
の

問　
市
の
教
育
大
綱
「
家
族
を　

郷
土
を　

愛
し　

志
を
立
て　

凛
と
し
て
生
き
て
ゆ

く
」
を
、
中
原
市
政
３
期
目
を
迎
え
る
に

あ
た
り
廃
止
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答　
多
く
の
保
護
者
・
教
育
現
場
の
先
生

方
か
ら
賞
賛
・
信
頼
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

今
後
も
教
育
大
綱
に
込
め
た
理
念
が
浸
透

し
、
子
ど
も
た
ち
が
人
と
社
会
に
愛
情
と

責
任
感
を
持
ち
、
自
ら
の
力
を
最
大
限
に

問　
「
人
事
と
組
織
」
に
つ
い
て
。
市
民

の
要
望
を
的
確
に
キ
ャ
ッ
チ
し
、
市
の
施

策
に
落
と
し
込
む
職
員
の
能
力
が
求
め
ら

れ
る
と
同
時
に
、
基
礎
自
治
体
の
行
政
課

題
を
国
県
に
し
っ
か
り
把
握
し
て
い
た
だ

く
チ
ャ
ネ
ル
が
不
可
欠
。
国
県
と
の
連
携

に
つ
い
て
の
考
え
方
や
、
こ
れ
ま
で
の
取

組
は
。「
連
携
の
質
」
こ
そ
が
極
め
て
大

事
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
長
の
お
考
え
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市
庁
舎
で
の
電
気
使
用
料
に
つ

い
て
は
、
１
０
０
％
地
産
地
消
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の
こ
と
だ
が
、
他

公
共
施
設
で
の
取
組
計
画
は
。

令
和
５
年
度
は
東
埼
玉
資
源
環

境
組
合
と
の
協
議
に
よ
り
、
売
電

す
る
業
者
か
ら
ご
み
由
来
の
電
気

を
市
庁
舎
が
１
０
０
％
供
給
を
受

け
る
予
定
。
他
施
設
へ
の
供
給
に

つ
い
て
は
今
後
協
議
に
含
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
現
段

階
で
は
市
庁
舎
が
先
行
し
て
供
給

を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

賛
成
多
数
で
可
決

◆
水
道
事
業
会
計
予
算

給
水
収
益
が
減
収
と
な
る
要
因

と
、
今
後
も
そ
の
状
態
が
続
く
の

か
を
伺
う
。

節
水
機
器
の
普
及
や
世
界
情
勢

の
影
響
を
受
け
、
節
水
意
識
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
で
料
金
収
入
が

減
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。
昨

年
度
決
算
時
点
で
逆
ザ
ヤ
に
は

な
っ
て
い
な
い
。
水
道
事
業
と
し

て
は
さ
ら
な
る
経
費
削
減
が
必
要

と
考
え
る
。

賛
成
全
員
で
可
決

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

◆
吉
川
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

法
定
外
繰
入
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
市
独

自
の
判
断
で
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
へ
繰
入
す
る
姿
勢
を
示
し
て

は
ど
う
か
。

平
成
30
年
度
か
ら
段
階
的
に
県

下
で
統
一
に
向
け
て
動
い
て
い
る

最
中
で
あ
る
。
県
の
方
向
性
に

沿
っ
て
進
め
つ
つ
、
保
険
税
に
つ

い
て
は
、
基
金
を
一
部
有
効
活
用

し
な
が
ら
激
変
的
な
変
動
と
な
ら

な
い
よ
う
対
応
し
た
い
。
ま
た
、

財
政
強
化
や
制
度
支
援
は
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
機

会
を
捉
え
て
国
に
訴
え
て
い
く
。

賛
成
多
数
で
可
決

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
設
置
数
、
入

居
者
数
、
空
き
状
況
、
将
来
的
な

利
用
見
込
み
に
つ
い
て
伺
う
。

昨
年
か
ら
の
約
１
年
間
で
、
5

施
設
か
ら
10
施
設
と
な
り
、
現
在

空
き
な
し
。
空
き
が
出
て
も
す
ぐ

に
入
居
す
る
よ
う
な
状
況
で
あ

る
。
現
在
定
員
62
人
。
今
後
も
施

設
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆
一
般
会
計
予
算

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
の
選
び
方

に
つ
い
て
、
埼
玉
県
や
さ
い
た
ま

市
は
要
綱
を
作
っ
て
お
り
、
埼
玉

弁
護
士
会
か
ら
推
薦
を
受
け
て
い

る
。
市
教
育
委
員
会
の
認
識
は
。

現
在
、
要
綱
の
作
成
を
進
め
て

お
り
、
埼
玉
県
弁
護
士
会
越
谷
支

部
か
ら
推
薦
を
受
け
る
こ
と
を
考

え
て
い
る
。

部
活
動
の
地
域
移
行
で
、
国
が

示
し
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
照
ら
し

合
わ
せ
て
、
吉
川
市
は
ど
こ
ま
で

検
討
が
進
ん
で
い
る
の
か
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
他
市
町
と
の

動
き
も
含
め
、
今
後
の
方
向
性
に

つ
い
て
検
討
を
続
け
て
お
り
、
関

係
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
や
、
先
生
方
の
意

識
の
確
認
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
子
ど
も
の
不
利
益
に
な
ら
な

総
務
水
道
常
任
委
員
会

◆
吉
川
市
地
域
公
共
交
通
協
議
会

条
例地

域
公
共
交
通
計
画
を
令
和
６

年
度
か
ら
７
年
度
に
か
け
て
作
成

す
る
と
の
こ
と
だ
が
完
了
時
期

は
。計

画
は
令
和
７
年
度
中
の
作
成

を
目
指
し
て
い
る
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆
吉
川
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
は
ど
の

よ
う
な
方
法
を
想
定
し
て
い
る

か
。窓

口
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
示

し
、
利
用
者
が
そ
れ
を
読
み
込
み

金
額
を
入
力
し
て
支
払
っ
て
も
ら

う
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆
一
般
会
計
予
算

市
長
提
出
議
案

委
員
会
審
査
概
要

委員会報告を行う戸田委員長

6



い
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、

進
め
て
い
き
た
い
。

賛
成
多
数
で
可
決

建
設
生
活
常
任
委
員
会

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

認
定
農
業
者
支
援
対
策
事
業
費

補
助
金
に
つ
い
て
、
令
和
４
年
度

の
事
業
内
容
は
。

機
械
購
入
、
施
設
修
繕
、
パ
ー

ト
の
雇
用
賃
金
等
に
対
し
、
市
独

自
の
補
助
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

令
和
４
年
度
に
つ
い
て
は
、
延
べ

25
件
の
申
請
が
あ
っ
た
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆
一
般
会
計
予
算

令
和
５
年
度
の
減
災
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
栄
小
学
校
で
実
施
す
る

と
の
こ
と
、
訓
練
方
法
は
ど
の
よ

う
な
考
え
で
実
施
し
て
い
く
の

か
。減

災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る

取
り
組
み
で
、
地
域
の
方
々
が
参

加
す
る
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
訓
練

を
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
資
機
材

の
組
み
立
て
訓
練
だ
け
で
な
く
、

避
難
所
の
設
営
訓
練
を
実
践
し
て

は
ど
う
か
と
考
え
て
い
る
。

第
１
排
水
区
の
解
析
調
査
が
終

わ
り
、
今
後
ポ
ン
プ
の
増
強
を
実

施
し
て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、
今

後
の
計
画
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

第
１
排
水
区
の
流
出
解
析
調
査

に
つ
い
て
は
、
今
年
度
結
論
が
で

て
お
り
、
こ
の
結
論
を
も
っ
て
、

江
戸
川
河
川
事
務
所
と
ど
の
程
度

ま
で
ポ
ン
プ
の
増
強
が
認
め
ら
れ

る
か
協
議
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。

ポ
ン
プ
の
規
模
が
確
定
次
第
、
ポ

ン
プ
の
詳
細
設
計
や
電
気
設
備
に

関
す
る
調
整
が
必
要
と
な
る
。
そ

の
後
、
ス
ム
ー
ズ
に
行
け
ば
７
年

程
度
で
工
事
完
了
と
な
る
と
考
え

て
い
る
。

な
ま
ず
サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
戦
略
の
も
と
開

催
さ
れ
る
も
の
か
。

な
ま
ず
を
見
て
、
食
し
て
、
他

の
自
治
体
の
信
仰
な
ど
の
文
化
を

感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
市
民
の

愛
着
心
の
醸
成
を
は
か
り
、「
な

ま
ず
の
里
よ
し
か
わ
」
を
全
国
に

発
信
で
き
る
機
会
と
し
て
認
知
度

向
上
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

賛
成
多
数
で
可
決

一
般
会
計
補
正
予
算

こ
ん
な
こ
と
に
使
わ
れ
ま
す

【
令
和
４
年
度
吉
川
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
10
号
）】

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
10
億

９
８
４
４
万
８
０
０
０
円
を
減

額
し
、
総
額
は
２
６
１
億
１
１

１
２
万
７
０
０
０
円
と
な
り
ま

し
た
。

・
自
立
支
援
給
付
事
業

�

３
９
０
２
万
３
０
０
０
円

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
共
同

生
活
援
助
、
障
害
児
通
所
支
援

等
）
の
利
用
者
増
加
に
よ
り
不

足
が
見
込
ま
れ
る
た
め
増
額
す

る
も
の
で
す
。

・
土
地
改
良
施
設
維
持
事
業

�

２
３
７
万
２
０
０
０
円

　

古
利
根
堰
耐
震
化
対
策
工
事

に
係
る
負
担
金
に
つ
い
て
、
国

が
令
和
５
年
度
工
事
分
を
前
倒

し
で
令
和
４
年
度
に
実
施
す
る

こ
と
を
決
め
た
こ
と
に
伴
い
、

市
負
担
金
の
増
額
分
を
計
上
す

る
も
の
で
す
。

・
学
校
管
理
運
営
事
業
（
小
学

校
・
中
学
校
）

・
教
科
書
購
入
事
業
（
中
学

校
）

事
業
費�

２
０
２
０
万
４
０
０
０
円

　

国
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
し
て
、
学
校
用

の
消
耗
品
や
備
品
等
の
予
算
の

追
加
を
決
定
し
た
こ
と
に
伴

い
、
小
学
校
と
中
学
校
そ
れ
ぞ

れ
に
必
要
な
消
耗
品
等
を
購
入

し
ま
す
。

・
児
童
健
全
育
成
事
業

�

３
５
４
万
８
０
０
０
円

　

吉
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
が

設
置
す
る
、
子
ど
も
未
来
応
援

基
金
へ
の
積
立
て
の
た
め
の
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。
基
金
を

活
用
し
地
域
福
祉
の
増
進
を
図

り
ま
す
。

委員会報告を行う吉川委員長

委員会報告を行う稲葉委員長
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負
担
が
増
え
る
こ
と
は
誰
の
目
に

も
明
ら
か
で
す
。
こ
と
ご
と
く
国

保
加
入
者
に
負
担
を
強
い
る
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
今
後

毎
年
税
率
を
引
き
上
げ
る
計
画
で

す
。名

古
屋
市
で
は
均
等
割
の
減
免

で
、
給
与
年
収
４
０
０
万
円
の
４

人
世
帯
の
国
保
料
が
35
万
２
２
０

０
円
。
吉
川
市
と
名
古
屋
市
と
の

保
険
税
の
差
は
約
10
万
円
で
す
。

自
治
体
の
判
断
で
負
担
軽
減
は

可
能
で
す
。
厚
労
省
も
「
そ
れ
ぞ

れ
の
自
治
体
の
判
断
」
と
医
療
保

険
改
革
法
の
国
会
審
議
で
答
弁
し

て
い
ま
す
。
住
民
の
福
祉
向
上
の

た
め
の
施
策
を
行
う
市
の
姿
勢
が

大
事
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
反
対

討
論
と
し
ま
す
。

◆
一
般
会
計

一
般
会
計
予
算
に
対
し
、
３
名

の
議
員
が
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

―

反

対

討

論

―

日
本
共
産
党
吉
川
市
議
員
団

雪
田　
き
よ
み

草
加
保
健
所
の
復
活
を
県
に
話

を
し
て
い
る
点
は
評
価
す
る
。

少
子
化
が
危
機
的
と
さ
え
言
わ

れ
、
子
育
て
や
教
育
費
に
多
額
の

お
金
が
か
か
る
こ
と
が
若
者
が
安

心
し
て
子
ど
も
を
産
む
こ
と
が
で

き
な
い
要
因
の
一
つ
と
言
わ
れ
る

中
、
ま
た
物
価
高
騰
・
子
ど
も

の
貧
困
等
を
考
え
た
と
き
、
今
全

国
に
広
が
る
学
校
給
食
費
の
無
償

化
、
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
医
療
費

無
料
化
に
背
を
向
け
る
市
長
の
姿

勢
は
と
て
も
残
念
。

高
齢
者
の
社
会
参
加
を
保
障
す

る
た
め
の
補
聴
器
購
入
費
用
助
成

制
度
創
設
に
も
背
を
向
け
て
い

る
。国

が
率
先
し
て
素
晴
ら
し
い
対

策
を
打
ち
出
す
こ
と
は
ほ
ぼ
な

い
。
ど
こ
か
の
自
治
体
が
始
め
た

積
極
的
な
取
り
組
み
が
全
国
に
広

が
り
、
国
も
そ
の
成
果
を
認
め
ざ

る
を
得
な
く
な
り
、
よ
う
や
く
制

度
化
・
予
算
化
さ
れ
る
の
が
こ
の

国
の
福
祉
の
発
展
の
姿
。
首
長
に

は
良
い
制
度
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
そ
の
成
果
を
も
っ
て
国
に

働
き
か
け
国
の
姿
勢
を
変
え
て
い

く
、
気
概
が
必
要
と
考
え
る
。

市
長
に
就
任
し
た
以
上
、
市
長

は
市
民
み
ん
な
の
市
長
。
あ
ら
ゆ

る
市
民
の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾

け
、
粛
々
と
、
誠
実
に
地
方
自
治

の
本
旨
で
あ
る
住
民
福
祉
の
向
上

に
努
め
る
市
長
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
心
か
ら
願
う
。

―

賛

成

討

論

―

公
明
党
吉
川
市
議
団大

泉　
日
出
男

新
型
コ
ロ
ナ
が
、
５
月
か
ら
２

類
相
当
か
ら
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
同
じ
５
類
相
当
の
位
置
づ

け
と
な
る
。
一
方
で
、
世
界
情
勢

の
影
響
か
ら
、
燃
料
高
騰
に
よ
る

物
価
高
が
迫
っ
て
い
る
。
同
時
に

３
・
11
か
ら
12
年
が
経
過
し
た
今
、

震
災
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
て
は
な

ら
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
当
市
に

お
け
る
大
規
模
災
害
等
対
策
と
し

て
「
避
難
所
開
設
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
、
運
営
を
担
う
自
治
会
へ
と

水
平
展
開
し
、
地
域
の
減
災
力
の

向
上
を
図
っ
て
き
た
」
と
し
て
お

り
、
当
年
の
減
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
栄
小
を
会
場
と
し
て
行
い
、

避
難
所
運
営
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
化
の

検
討
を
す
る
と
し
て
い
る
。
実

効
性
が
高
い
と
評
価
す
る
。
小
中

学
校
体
育
館
等
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
準
備
を

進
め
る
と
の
英
断
を
評
価
し
て
い

る
。
現
下
の
世
界
情
勢
の
中
で
の

市
内
経
済
に
つ
い
て
は
、
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
、
事
業
者
連
携
発

展
補
助
金
、
原
油
等
価
格
高
騰
対

策
支
援
金
の
実
施
等
の
状
況
に
応

じ
た
様
々
な
支
援
策
を
展
開
し
引

続
き
国
の
動
向
を
踏
ま
え
対
策
を

講
じ
る
と
し
て
評
価
を
す
る
。

そ
の
他
、
子
育
て
支
援
や
法
定

の
地
域
公
共
交
通
協
議
会
で
の
審

議
の
開
始
等
、
い
ず
れ
も
市
民
の

幸
福
実
感
に
通
じ
る
た
め
賛
成
と

す
る
。

未
来
会
議
よ
し
か
わ

林　
美
希

中
原
市
政
３
期
目
の
１
年
目
と

し
て
成
熟
と
発
展
、
必
要
な
方
に

効
果
あ
る
支
援
を
届
け
る
姿
勢
、

理
念
あ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
見
え

る
。
生
命
を
守
る
た
め
、
都
市
整

備
は
こ
れ
ま
で
重
ね
た
検
討
や
調

査
の
上
で
地
に
足
の
つ
い
た
進
捗

が
あ
り
、
公
助
力
強
化
と
し
て
危

機
管
理
体
制
を
整
え
な
が
ら
職
員

の
対
応
力
向
上
と
自
助
・
共
助
に

よ
る
災
害
被
害
を
減
ら
す
減
災
意

識
の
周
知
を
地
道
に
継
続
さ
れ
て

い
る
。

伴
走
型
相
談
支
援
で
妊
娠
期
か

ら
出
産
、
乳
幼
児
育
児
ま
で
を
支

◆
吉
川
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

吉
川
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

対
し
、
１
名
の
議
員
が
討
論
を

行
い
ま
し
た
。

―

反

対

討

論

―

日
本
共
産
党
吉
川
市
議
員
団

飯
島　
正
義

今
回
の
国
保
税
引
き
上
げ
は
、

市
が
示
し
た
「
４
人
家
族
の
モ
デ

ル
世
帯
、
給
与
収
入�

４
３
０
万

円
」
の
国
保
税
は
43
万
３
０
０
円

か
ら
45
万
７
０
０
円
へ
と
、
２
万

円
を
超
え
る
負
担
増
で
す
。

国
保
加
入
者
の
負
担
が
あ
ま
り

に
も
重
く
、
引
き
下
げ
の
要
望
は

当
市
議
団
が
毎
年
実
施
す
る
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
で
常
に
上
位
で
す
。

平
成
30
年
、
国
保
の
広
域
化
当

初
か
ら
国
保
税
の
引
き
上
げ
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
公
費
１
兆

円
が
新
た
に
必
要
と
言
わ
れ
な
が

ら
３
４
０
０
億
円
に
抑
え
ら
れ
て

き
た
こ
と
や�

、
市
の
一
般
会
計

繰
入
金
を
ゼ
ロ
に
す
れ
ば
加
入
者

討
　
論
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え
る
大
枠
が
で
き
た
。
市
独
自
の

強
み
を
ど
う
組
み
込
み
発
展
さ
せ

て
い
く
か
は
こ
れ
か
ら
。
様
々
な

現
場
で
支
援
に
取
り
組
む
方
々

と
の
丁
寧
な
連
携
を
図
り
、
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
望

む
。新

た
な
取
り
組
み
と
し
て
市
街

化
調
整
区
域
に
お
け
る
検
討
二
点

を
注
視
す
る
。「
道
路
等
の
整
備

の
仕
組
み
づ
く
り
」
は
道
路
整
備

と
協
働
・
住
民
自
治
。「
空
き
家

の
利
活
用
を
は
じ
め
三
世
帯
家
族

同
居
・
近
居
や
子
育
て
世
代
移
住

の
促
進
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
検
討
」
は
政
策
室
所
管
か

つ
都
市
整
備
、
農
政
、
教
育
、
子

育
て
等
々
。
複
数
の
政
策
が
関
わ

る
。
こ
れ
ら
全
庁
的
な
検
討
の
中

で
、
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ま
と

ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
進
め
ら
れ
る

よ
う
期
待
す
る
。

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予

算
に
対
し
、
１
名
の
議
員
が
討

論
を
行
い
ま
し
た
。

―

反

対

討

論

―

日
本
共
産
党
吉
川
市
議
員
団

遠
藤　
義
法

国
民
健
康
保
険
制
度
の
都
道
府

県
化
は
平
成
30
年
度
か
ら
は
じ
ま

り
ま
し
た
が
、
構
造
的
な
課
題
の

解
決
は
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
国

民
健
康
保
険
は
国
民
皆
保
険
制
度

を
下
支
え
す
る
制
度
で
す
。「
だ

れ
も
が
保
険
証
を
持
つ
こ
と
」「
だ

れ
も
が
払
え
る
保
険
税
」
に
す
る

こ
と
が
基
本
で
す
。

そ
の
た
め
に
所
得
に
対
す
る
保

険
税
負
担
の
割
合
を
、
せ
め
て
協

会
け
ん
ぽ
並
み
の
負
担
に
引
き
下

げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
国
庫
負

担
の
医
療
給
付
費
に
対
す
る
負
担

を
定
率
で
引
き
上
げ
る
こ
と
な

ど
、
一
層
強
く
要
求
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
国
の
負
担
増
を
実
現

す
る
た
め
に
も
、
市
が
独
自
に
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
や
均
等

割
の
減
免
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、

国
に
実
施
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。
し
か
し
、
市
は
法

定
外
繰
り
入
れ
の
財
源
不
足
分
に

つ
い
て
は
平
成
29
年
度
か
ら
ゼ

ロ
、
低
所
得
の
繰
り
入
れ
は
令
和

元
年
度
と
比
べ
て
令
和
５
年
度
は

約
45
％
に
ま
で
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。

令
和
５
年
度
の
予
算
は
、
国
保

税
の
引
き
上
げ
が
決
ま
り
、
さ
ら

に
毎
年
の
引
き
上
げ
も
示
唆
さ
れ

て
い
ま
す
。

資
格
証
明
書
の
発
行
は
命
に
係

わ
る
こ
と
も
あ
り
、
発
行
す
べ
き

で
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
に

対
し
、
１
名
の
議
員
が
討
論
を

行
い
ま
し
た
。

―

反

対

討

論

―

日
本
共
産
党
吉
川
市
議
員
団

雪
田　
き
よ
み

介
護
保
険
制
度
は
こ
の
間
ず
っ

と
非
常
に
厳
し
い
状
況
下
に
あ

る
。一

号
被
保
険
者
の
保
険
料
の
高

さ
は
、
当
議
員
団
が
昨
年
も
行
っ

た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
多
く
の

悲
鳴
が
寄
せ
ら
れ
た
。

厚
労
省
は
、
要
介
護
１
～
２
の

訪
問
介
護
や
通
所
介
護
の
保
険
給

付
外
し
や
2
割
３
割
負
担
対
象
拡

大
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
有
料
化
な
ど

を
検
討
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
見

送
ら
れ
た
が
、
令
和
９
年
度
改
定

に
向
け
て
引
き
続
き
検
討
さ
れ
る

見
込
み
で
あ
る
。

介
護
保
険
事
業
所
も
ま
た
、
非

常
に
厳
し
い
経
営
状
況
下
に
あ

る
。

全
国
の
ヘ
ル
パ
ー
の
平
均
年
齢

は
54
・
３
歳
。
60
歳
以
上
が
39
・

２
％
。
有
効
求
人
倍
率
は
15
倍
を

超
え
、
い
く
ら
求
め
て
も
職
員
の

確
保
が
で
き
な
い
現
状
で
あ
る
。

ヘ
ル
パ
ー
は
給
与
が
低
く
仕
事

は
き
つ
い
の
で
求
人
へ
の
応
募
が

な
く
、
ヘ
ル
パ
ー
の
人
手
が
な
い

の
で
利
用
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
て
も
対

応
で
き
ず
、
経
営
が
さ
ら
に
厳
し

く
な
る
悪
循
環
が
続
い
て
い
る
。

国
は
昨
年
、
介
護
職
員
の
給
与

を
3
％
上
げ
た
が
、
現
状
は
変
わ

ら
な
い
。
市
は
危
機
感
を
持
っ
て

各
事
業
所
の
現
状
把
握
に
努
め
、

そ
の
結
果
を
も
っ
て
国
や
県
と
交

渉
し
、
持
続
可
能
な
介
護
保
険
制

度
と
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
追
求

す
る
べ
き
と
考
え
る
。

◆
吉
川
美
南
駅
東
口
周
辺
地
区
土

地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

吉
川
美
南
駅
東
口
周
辺
地
区

土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

予
算
に
対
し
、
１
名
の
議
員
が

討
論
を
行
い
ま
し
た
。

―

反

対

討

論

―

市
民
の
会
・
無
所
属

齋
藤　
詔
治

本
事
業
は
平
成
29
年
６
月
に
事

業
認
可
さ
れ
て
、
実
施
６
年
目
に

入
り
ま
す
。
土
地
区
画
整
理
事
業

費
の
総
額
は
約
１
７
９
億
円
。
そ

の
う
ち
、
吉
川
市
は
こ
の
事
業
に

負
担
金
と
し
て
、
約
47
億
円
の
税

金
を
支
出
し
て
い
ま
す
。
事
業
費

の
重
要
な
収
入
源
で
あ
る
保
留
地

処
分
金
は
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
と

本
年
度
の
予
算
額
を
含
め
、
約

22
億
円
、
保
留
地
処
分
面
積
は
、

約
２
ｈ
ａ
に
な
り
ま
す(

当
初
保

留
地
処
分
金
の
総
額
は
約
１
０
５

億
円
、
保
留
地
処
分
総
面
積

は
約
11
・
４
ｈ
ａ
）。
約
２
割
の

保
留
地
処
分
が
実
行
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
保
留
地
処
分
計
画
が
、
予

定
ど
お
り
進
ん
で
い
な
い
よ
う
で

す
。
こ
れ
ま
で
安
い
価
格
で
保
留

地
処
分
を
し
て
き
た
こ
と
、
さ
ら

に
今
後
人
件
費
や
資
材
、
燃
料
等

の
価
格
の
高
騰
な
ど
を
考
慮
す
る

と
、
財
源
確
保
も
難
し
い
状
況
と

思
わ
れ
ま
す
。
残
り
約
9.4
ｈ
ａ
の

保
留
地
処
分
計
画
を
再
検
討
し
、

今
後
土
地
区
画
整
理
事
業
の
推

進
に
問
題
が
発
生
し
な
い
よ
う
、

早
急
に
事
業
費
の
見
直
し
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
状
に
即

し
た
保
留
地
処
分
価
格
の
見
直
し

を
求
め
、
反
対
討
論
と
い
た
し
ま

す
。
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News from Yoshikawa City Council No.197

土地区画整理事業の
街づくりについて

中嶋　通治

若年がん患者終末期医療
在宅療養生活支援の実施を

五十嵐　惠千子

中学生ヘルメット選定自由
４月～全年齢着用努力義務

降旗　聡

問�吉川美南駅東口周辺地区土地区画整理事業は令和
８年度末の完了予定であるが、進捗状況と事業終了の
時期は。
答�おおむね予定どおりに進捗している、現在、地区
面積の78パーセント、約46ヘクタールの範囲で工
事をしている。

問�今後事業費の見直しや、事業計画の変更等検討し
ているのか。
答�人件費や資材価格が高騰している状況を踏まえ、
事業期間や事業費の見直し作業に取り組む。

問�商業・業務ゾーンが大きなカギを握る、また、総
合病院進出の話があるが進出について事前打ち合わせ
等があったのか。
答�複数の事業者から相談がある。その中の１つの事
業者から医療施設を含めた複合的な計画の検討を進め
たいとの相談を受けている。

問�総合病院が本当にできるのか。
答�令和５年２月10日の埼玉県医療審議会を経て10
医療機関819床が採択された。この中に224床の病
院を開設する医療機関も含まれている。

問�20 歳～ 39歳までの若年者で末期がんと診断され
た患者の中には、幼子・家族と共に余命を自宅で療養
したいと希望しても、制度の狭間で介護保険制度等が
使えず、心労・経済的負担が大きいと伺っている。当
該支援事業の実施を。
答�制度の狭間で苦しんでいる方々に手を差し伸べた
いと思うが、制度の根幹に係る部分は国と県であり、
市はその上で制度設計を考えなくてはならない。国・
県の動向を注視して行く。
　
♦さらなる経済対策の拡充を
問�エネルギー価格・原材料高騰により家計や事業者
は苦しさが増している。①当市の支援金・補助金実施
の評価。②なまずサミットや産業フェアに若者市民の
参加を。③当市において市内中小企業等が受注できる
機会増の取組みを。④事業者へ融資等のフォローアッ
プ支援実施を。
答�①事業者連携発展補助金は、地域課題解決や地域
活性化に繋がった。原油等価格高騰対策支援金は、全
体で425件、総額3,430万円を交付。②ご提案を参
考に検討。③事業者の受注機会確保に努めている。④
事業者に寄り添い対応する。

問�４月１日の改正道路交通法施行により、自転車に
乗る人のヘルメット着用努力義務が全年齢に拡大され
る。中学校生徒の指定ヘルメットからヘルメット選定
の自由化について。
答�市内全ての中学校に確認したところ、登下校時に
自転車を利用する生徒が着用するヘルメットについ
て、色やデザインを指定している学校はなく、一般財
団法人製品安全協会が定める安全基準（ＳＧマーク）
を満たしたものであれば、使用を認めているとのこと。

問�中学生のヘルメットは指定ではないということか。
答�入学時に、このような店でこのようなものを売っ
ているといった案内はするが、必ずしもそれでなけれ
ばダメといったことではない。

問�ＳＧマークが付いている物であれば、選定は自由
か。
答�指定はしていないので、そういうことになる。制
服にどのようなヘルメットが合うのかということもあ
るが、放課後などにも着用することになるので、どの
ようなシーンにも合うようなヘルメットを選ばれたら
いい。

　今定例会では、3月17日(金)、20日(月)、
24日(金)の３日間にわたり15名の議員が市
政全般について、市の見解をただしました。
　主な内容を質問者が要約してお知らせし
ます。詳細は会議録をご覧ください。
　会議録は、ホームページや市立図書館で
閲覧できますが、今定例会の会議録の提供
は、６月上旬となる予定です。

一般質問

答えて市長！
一般質問
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吉川市のPRについて

稲葉　剛治

小学生の通学路変更手続き

菊名　克典

自主財源確保について

大泉　日出男

美術作品の寄附・寄贈・
公開についてどう考えるか

成本　直寛

問�吉川に長年住んでいる方、引っ越してきた方、ど
ちらも自分の住んでいる地域、活動範囲外については
あまりよく知らないという声を多くいただいている。
この街に暮らす方々が自分の生活圏、よく知るエリア
以外の吉川を知っていただくことでよりこの街を好き
になり、その思いはこの吉川をさらに魅力的な街に押
し上げる原動力になると考える。吉川市の特色や特徴
ある地域以外のもの、例えば市内の街並みや、日常の
風景を市民の方々に知ってもらえるような PRを行っ
てほしいと考えるが見解を伺う。

答�市役所や市民、団体や企業などと連携し、街の魅
力を再確認し、発掘しながら、まずは市内への情報発
信を重視し、その上で市外への戦略的な取り組みが必
要。映画やテレビドラマ、CMなどに活用できる市内
候補地を市民の皆様から募集、3D動画による市内景
観や施設などの紹介 PRに着手している。今後も協働
による視点も加えながら、市の魅力を市内外へ発信し
ていきたい。

問�教育委員会が把握している通学路の変更希望7件
の詳細は。また、保護者からの要望で実際に変更に至
ったことはあるのか。

答�通学路については、近隣住民からの指摘を受けて
変更した１件と、少し遠回りなので別のルートにして
ほしいという保護者の要望で変更したものが１件あ
る。なお、危険なため変更してほしいという5件は変
更されなかった。
　通学路は余程のことがない限り変更することはない
が、交通量の変化等で別のルートの方が安全を確保で
きる場合は、変更することも十分あり得る。

◆部活動の地域移行について

問�地域移行をした際に全ての部活を残す方向で検討
しているのか。

答�指導者の確保が難しくなってくると考えられるの
で、確保状況によっては全ての部活を存続させていく
ことは難しいのではないかと考える。

問�直近の市政への市民の声を確認すると、比較的共
通していることは、公園の環境不備や運営に関する不
満が多い。整備が必要な箇所は何ヵ所か。作業工程の
見通しは。
答�約50カ所、見通しを示すのは難しい。

問�パークＰＦＩ（公募設置管理制度）の検討と民間
資金の活用について、導入の課題や効果は。
答�管理者の負担を軽減できる効果がある一方、場所
が狭くなる、民間事業者が持続可能かどうかの判断が
課題である。

◆ネーミングライツ（命名権）の導入について
問�近年では地域民間企業との連携による財源確保が
注目されており、その対価を得て施設維持管理やサー
ビス向上を図っている。当市でも何回か会議を実施し
ているが、方向性や見込み、課題は何か。
答�第５次行財政改革プランにて協議しているが、課
題としては民間企業が魅力を感じていないことがあ
る。地域との愛着等の課題を丁寧に整理しながら検討
をしたい。

問�文化芸術の振興に伴い、美術作品（絵画・書・彫
刻・工芸品等）の寄附・寄贈が増える可能性があるが、
当市における寄附・寄贈に関する規程や要綱はあるか。
また、現在、市に寄附・寄贈された作品の点数、展示
場所、保存場所について伺う。
答�当市においては寄附・寄贈に関する規程はない。
受け入れに当たっては、作品の大きさ・種類・展示場
所・市に縁があるか等を総合的に勘案して判断してい
る。これまでに 69点の作品を寄贈いただき、51点
を市内公共施設で展示、18点を施設倉庫等で保管し
ている。

問�盛岡市では市のホームページにインターネット美
術館を設置し、市が所蔵している美術作品をネット上
で展示・公開している。当市ではこのような取り組み
の計画はあるか。
答�インターネットを活用すれば、いつでも、だれで
も作品を鑑賞できる状況になり、大変有効であると思
っている。他市の例を参考にして今後研究していく。
文化芸術に触れる機会を増やしていき、魅力ある鑑賞
機会の充実に努めていく。
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News from Yoshikawa City Council No.197

避難所対策の強化を

雪田　きよみ

令和５年度のコロナ対策と
アフターコロナ

稲垣　茂行

用排水路整備事業の
整備計画の提示を

飯島　正義

ヤングケアラーの早期実態
調査と支援策の構築を

吉川　敏幸

問�1995 年の阪神淡路大震災での災害関連死者数は
約5千人。避難所生活の厳しさが原因の事例が多い。
2016年の熊本地震では災害関連死者数が直接死の４
倍に上り、避難所環境の改善が求められている。段ボ
ールベッドが重要視されている。市は今年2月 17日
現在段ボールベッド 38、簡易ベッド 745個を備蓄。
2019 年 10 月の台風 19 号での市内の避難者は約
800人。さらに大きな災害の際、対応は可能か。
答�令和２年度にコロナ対策臨時交付金を活用し、
745台の簡易ベッド等を購入。世帯ごとにパーテー
ションに区切られた中で過ごすことを基本に、1世帯
に1台のベッドを配布する。さらに大きな災害時には、
高齢者など要配慮者に優先的にベッドを配布する。長
期化した場合には国や県等の関係機関や、災害時応援
協定を締結する様々な民間企業等から調達に努める。

問�段ボールベッドは安価で大量生産が可能。原材料
は古紙。暖かく、私物や支援物資の整理にも使える。
市でも整備してほしい。
答�段ボールベッドは国も運送業者や引っ越し業者と
提携。国に要請すれば速やかに届く。

問�①令和３年6月の一般質問の答弁では「しんきぼ
りの整備の優先は7つの自治会と農事組合長で決めて
いる」と述べています。その後の計画を伺います。②
昭和55年～令和４年までの用排水路等の請願件数と
処理状況をみると、整備完了は一つもありません。緊
急を要する箇所、新年度以降の計画について伺います。
答�①「優先整備箇所 480ｍのうち、令和 4年度末
までに367ｍ。令和5年度末までに427ｍの整備完
了に向けて進めています。残りの箇所は、地域の方と
相談しながら決定していきます。②今年度はしんきぼ
りと下八間堀の改修。修繕と補修の工事を2箇所。用
排水路の維持管理の修繕として3箇所を早急に実施し
ていきます。

◆公共施設のバリアフリー対応を
問�市役所の多目的トイレは車いす対応、オストメイ
ト対応の他ベッドも設置されています。おあしす内ト
イレにもベッドの設置を求めます。
答�おあしすの多目的トイレは、スペースの確保と設
置場所の検討が必要になるため、利用者ニーズの把握
に努めていきます。

問�市内感染状況は。
答�正確な陽性者数は不明だが、県が発表した参考値
では、令和５年２月の市内新規感染者数は216人と
減少傾向にある。

問�令和５年度ワクチン接種計画の具体的内容。対象
者・時期・方法等について。
答�現行の特例臨時接種を維持し、５月から８月に高
齢者・基礎疾患のある方及び医療従事者等、重症化リ
スクの高い方に接種。９月から12月は全世代を対象
に行う。これまで同様、医師会との連携のもと集団接
種を中心に実施・予約体制を整え対象者へ接種券を発
送し、希望者が円滑に受けられるよう準備していく。
会場は、中央公民館と保健センターを予定。

問�今後の感染対策とアフターコロナは。
答�３月 13日以降、マスク着用は個人の判断とされ
たことを踏まえ、原則として来庁者へのマスク着用は
求めず、職員も任意とする。ただし、コロナ感染症が
２類相当であることから、職員は窓口対応時や公立保
育所など子どもと直接的な接触がある場所では着用と
する。５類へ引き下げ後は、見直しも。

問�ヤングケアラーに関して、欠席・遅刻など学校生
活に大きな影響を受けているという結果が出ている。
早急に実態調査と支援策を構築すべきと考えるが見解
は。
答�県内 25団体がすでに調査を終えている。それら
を参考にしながら、できるだけ早く実施できるよう努
めてまいりたい。

問�国では、今年度から実態調査や研修等を実施する
自治体に対して財政支援を行うヤングケアラー支援
体制強化事業を始めており、令和 5年度の国負担は
1/2から 2/3に拡充している。活用する考えは。
答�新年度の予算で実態調査や研修等の予算は計上し
てないが、今後、この辺の動きを進めていくので、活
用できる財源があるのであれば、最大限活用してまい
りたい。

問�ヤングケアラーの 6割は誰にも相談していない。
制度や情報に触れる機会を増やすことや声を上げやす
い環境の整備が必要なのでは。
答�子どもたちに必要な情報を届け、声をあげやすい
環境の整備をしていく。同時に、地域の方々に認識を
高めてもらう情報提供に努める。
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防犯カメラ吉川駅や公園に
設置ガイドラインを明確に

伊藤　正勝

災害から市民の生命を守る

林　美希

総合病院開設を
吉川美南駅東口開発地に

遠藤　義法

人・農地プランの
進捗状況と地域計画について

岩崎　小百合

問�多発する犯罪、事故を監視する防犯カメラは設置
の動きや要望が全国的に高まっている。吉川の実状を
伺う。
答�市庁舎に 17台、第二保育所や吉川中学校等公共
施設に合計88台を配置。その他、街頭防犯カメラを
警察と協議の上、吉川駅北口に３台、南口に２台、吉
川美南駅西口に３台。その他、公園には合計13台を
設置している。

問�プライバシーの関係もあり、設置場所や撮影範囲、
データの利用、保管や廃棄の基準、責任者の明示や住
民周知の必要もあると思う。
答�市の設置については「防犯カメラの設置と運用の
規則」や「個人情報保護条例」に沿っている。駅や公
園は「街頭防犯カメラ設置の基本方針」を定めている。

問�公共の施設だけでなく準公共ともいえる駅や道路。
スーパーやコンビニ等民間の施設や集合住宅等での設
置についても一定のガイドラインが必要ではないか。
答�企業や個人の動向については把握をしていない。
民間はそれぞれ関係法令を守り所有者の責任の下で配
置されると考えている。

問�平成 28年度に第1回、令和5年度に第8回開催
となる減災プロジェクト。減災プロジェクト実施によ
り見えた課題は。それら課題を減災関連政策にどのよ
うに反映してきたか。
答�ペット同行避難、水害に備え感染症対策用物資保
管場所を避難所内上層階に確保。避難所開設として各
避難所に運営マニュアル整備、施設開錠に必要な鍵を
保管するキーボックス設置、開設初動時スターターキ
ットの配備など改善を図ってきた。前回の減災プロジ
ェクトにおいては避難者の受け入れに時間を要し、受
付が大変混雑するなど新たな課題が見えた。受付業務
の簡略化やＤＸ化などについて今後検討する。

問�避難所運営マニュアルの周知、避難所単位での訓
練実施の呼びかけはどの団体にどのように行ってきた
か。
答�自治会に対し令和４年度５月意向調査を行い避難
所ごとに運営を担う自治会を定め、10月にはマニュ
アルに関する説明会を開催した。個別で訓練を実施す
る場合には、可能な限り支援していく。

問�埼玉県はコロナ禍で病床数が不足したとして、増
床計画を明らかにして公募した。医療法人が吉川美南
駅東口開発地の商業ゾーンへ224床の病院を開設と
応募し、認められた。2025年度末までに病院を開設
することが条件。今後の市の対応を伺う。
答�病院を含めた区画整理地全体の活用案がデベロッ
パーから提出されたときに全体像を判断しないと市と
してジャッジできない。（市長）
令和５年度中に優先交渉順位者を決められるよう取り
組みを進めていく。（担当部長）

◆川藤地域の通学路安全策を
問�川藤の武輝神社前は通学路となっているが、道路
が狭いため歩道の確保が難しい状況。これまで市は、
歩道の両側へのポール設置などを実施した。しかし、
危険性は解消されていない。対策を伺う。
答�ハンプやポールの設置は、近隣への騒音や沿線住
宅からの出入りに支障をきたす可能性があることから
慎重に検討する。その他、さらなる安全策を検討した
い。

問�「人・農地プラン」とは、地域で人と農地に関する
課題を話し合い、将来の地域農業の方向性を明確にし
て展望をまとめた計画の事。「人・農地プラン」は令
和5年 4月より「地域計画」へ変更となり、10年後
の地域の農地利用を示した目標地図の作成に取り組む
事になる。令和3年に策定された旭地区の「人・農地
プラン」では農業者の高齢化や後継者の減少が地域の
課題として顕著になっている。また、地域の大部分を
耕作している受託者が中心となり、「農地の集積・集
約化に向けて継続的な話し合いが必要である」とまと
めている。三輪野江地区、及び吉川地区の「人・農地
プラン」の実質化の進捗状況は。また地域計画のスケ
ジュールについて伺う。
答�三輪野江地区及び吉川地区ともに第1段階のアン
ケートの実施と第2段階の地図化による地域農業の現
状把握は終了。第3段階の話し合いは三輪野江地区は
2回開催、来年度 3回目を行う。吉川地区は令和 6
年度から取り組む予定。今後「地域計画」では国が示
す手順に従い計画作成に必要な手続きを行う。
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≪市長提出議案≫
吉川市国民健康保険条例の一部を改正
する条例 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

吉川市介護福祉総合条例及び吉川市こ
ども発達センター条例の一部を改正す
る条例

可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

吉川市地域公共交通協議会条例 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

吉川市地区計画区域内における建築物
の制限に関する条例の一部を改正する
条例

可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

吉川市特定教育・保育施設及び特定地
域型保育事業の運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例

可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

吉川市家庭的保育事業等の設備及び運
営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例

可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

吉川市放課後児童健全育成事業の設備
及び運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例

可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

吉川市国民健康保険税条例の一部を改
正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○

吉川市手数料条例等の一部を改正する
条例 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工事請負契約の変更契約の締結につい
て 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年度吉川市一般会計補正予算（第
10 号） 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年度吉川市国民健康保険特別会
計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年度吉川市介護保険特別会計補
正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年度吉川市後期高齢者医療特別
会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年度吉川市吉川美南駅東口周辺
地区土地区画整理事業特別会計補正予
算（第３号）

可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年度吉川市水道事業会計補正予
算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年度吉川市下水道事業会計補正
予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度吉川市一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度吉川市国民健康保険特別会
計予算 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度吉川市農業集落排水事業特
別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度吉川市介護保険特別会計予
算 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○

３月定例会審議結果一覧 〇＝賛成、×＝反対、議＝議長（議決に加わりません）
◎＝議案提出者、― ＝退席、除＝除斥
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＊ 会派名の「自由民主党」は「自由民主党吉川市議員団」、「市民の会」 は 「 市民の会・無所属」 、「未来会議」は「未
来会議よしかわ」、「共産」は「日本共産党吉川市議員団」、「公明」は「公明党吉川市議団」の略です。

　「無」は会派に属さないものです。

ホームページ、ぜひご利用ください！
　市のホームページでは、意見書の全文や本会議の会議
録、議会活動などがご覧いただけます。ぜひ、ご利用く
ださい。吉川市議会 検 索
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令和５年度吉川市後期高齢者医療特別
会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度吉川市吉川美南駅東口周辺
地区土地区画整理事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度吉川市水道事業会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和５年度吉川市下水道事業会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

吉川市印鑑条例及び吉川市手数料条例
の特例に関する条例の一部を改正する
条例

可決 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

工事請負契約の締結について 可決 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

工事請負契約の締結について 可決 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

訴えの提起について 可決 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和４年度吉川市一般会計補正予算（第
11 号） 可決 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和４年度吉川市国民健康保険特別会
計補正予算（第４号） 可決 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和５年度吉川市一般会計補正予算（第
１号） 可決 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和５年度吉川市国民健康保険特別会
計補正予算（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

≪議員提出議案≫
マイナンバーカードの普及率を地方交
付税に反映させないよう求める意見書 否決 × × × × 議 〇 〇 × 〇 × × × ◎ 〇 〇 × × × × 〇

病院積立金の国庫納付のための法改正
を行わないことを求める意見書 否決 × × × × 議 × × × × × × × 〇 〇 ◎ × × × × ×

１月臨時会審議結果一覧 〇＝賛成、×＝反対、議＝議長（議決に加わりません）
◎＝議案提出者、― ＝退席、除＝除斥

≪市長提出議案≫

専決処分事項の承認について 承認 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年度吉川市一般会計補正予算（第
９号） 可決 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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次定例会の予定� 市の重要な施策や皆さんに身近な問題が審議されます
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栄町在住　鈴木�弘温�氏�撮影（中井沼公園の花菖蒲）

「よしかわ議会だより」の音声版を「朗読サークルきんもくせい」の協力で作成しています。
ご希望の方は、議会事務局へご連絡ください。

日 月 火 水 木 金 土

本会議は10時、委員会は9時30分に開会します。本会議の様子はインターネット本会議は10時、委員会は9時30分に開会します。本会議の様子はインターネット
でもご覧いただけます。でもご覧いただけます。

６月２日
本会議

（閉会日）

６月３日
休会日

６月４日
休会日

６月５日
休会日

（議案調査日）

６月６日
本会議

（議案審議）

６月７日
委員会

（総務水道・　
　文教福祉）

６月８日
委員会

（建設生活）

６月９日
委員会

（請願審査）

６月10日
休会日

６月11日
休会日

６月12日
休会日

６月13日
本会議

（委員長報告）

６月14日
本会議

（一般質問）

６月15日
本会議

（一般質問）

６月16日
本会議

（一般質問・
閉会日）

傍聴時のお願い
●静粛にすること�●議場での言論に対し、拍手等により可否を表明するような行為を行わないこと
●騒ぎ立てる等議事を妨害しないこと�●携帯電話等の電子機器の電源を切ること�●係員の指示に従うこと
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